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研究成果の概要（和文）：乳幼児期から青年期後期の子どもをもつ夫婦の子育てを検討するために「母親が父親の子育
て関与に対して行う調整行動」に注目した夫婦ペアレンティング調整尺度を開発した。子育て各時期における夫婦ペア
レンティング相互作用を検討すると，母親の認知する父親関与と父親の認知する自身の関与は，母親から父親への“促
進”によって媒介されていた。また，母親が子どもの外在化を高いと認知するほど，母親から父親への“批判”は高ま
るが，母親の“批判”が父親の認知する関与に与える影響は有意ではなかった。母親が父親の子育て関与に対してサポ
ーティブであると父親の関与は高いが，批判は必ずしも父親関与を高めるわけではないと示唆された。

研究成果の概要（英文）：We developed the inventory to assess the regulatory behavior of mothers in 
involving fathers with child rearing. The resulting Coparental Regulation Inventory with two subscales 
labeled “encouragement” and “criticism” had high construct validity, internal consistency and 
test-retest reliability. Using the inventory, we found the interactive coparenting between father and 
mother in different stages of child rearing as follows; the relationship between mothers’perceptions of 
fathers’involvement and fathers’ involvement in fathers’response was mediated by 
mothers’encouragement to fathers. Moreover, children’s externalizing behaviors had a positive effect on 
mothers’criticism, although there was no significant relationship between mothers’criticism and 
fathers’involvement in fathers’response. These findings suggest that mothers’encouragement has a 
supportive effect on harmonious coparenting; however, mothers’criticism does not necessarily activate 
fathers’involvement.

研究分野：発達心理学

キーワード： 子育て　夫婦　coparenting　父親の子育て関与　親発達　夫婦ペアレンティング調整
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１．研究開始当初の背景 

（１）子育て研究において,「母子＋父子

＋父母（夫婦）」という,サブシステム

の統合としての家族システム全体を包

含した視点が必要である。 

（２）母親や父親要因が自身の育児行動に

与える影響は検討されてきたが,母親要

因が父親の育児行動に与える影響を検

討する必要がある。 

（３）子どもの出生から自立(巣立ち)ま

で子育てを生涯的にみると,各時期に

親はどのように“夫婦としてともに”

子 育 て に あ た っ て い る の か

（coparenting）はまだ明らかではない。 
 
２．研究の目的 
生涯発達と夫婦や家族成員の相互影響性

の視点を踏まえ,乳幼児期から青年期後

期を含む広汎な子育て期の夫婦における

coparenting の様相を明らかにするため

に,研究１では,日本版夫婦ペアレンテ

ィング調整尺度を開発し,信頼性,妥当

性を検証する。研究２では,子どもの問

題行動,母親の認知する父親の子育て

関与が,母親による夫婦ペアレンティ

ング（促進,批判）を介して,父親自身の

認知する父親の子育て関与に影響を与

えるモデルの検討を通して,家族シス

テムにおける夫婦 coparentingの影響関

係を明らかにする。 
 
３．研究方法 
研究１ 

Shoppe-Sullivan(2008)によるParental 

Regulation Inventory (PRI)短縮版をも

とに,異なる年代の子育て時期にある日

本人夫婦に使用できるように翻訳修正

した。末子が 0～21歳の子どもをもつ母

親（N=500）と父親（N=500）を対象

にオンライン調査を行った。 

研究２  

夫婦ペアを対象としたオンライン調査を

行った。子ども年齢の偏りを防ぐために,

第一子年齢 4 群（2,3 歳,7,8 歳,13,14

歳,16,17歳）について均等割付を行った。

回収データクリーニング後,2,3 歳 583

組,7,8歳 585組,13,14歳 579組,16,17歳

581 組の計 2328 組の夫婦回答が得られ

た。子どもの外在化問題行動は,SDQ2－

4 歳用と 4－17 歳用の保護者版を用い,

行為,多動・不注意,情緒,仲間関係,向社会

性の 5下位尺度のうち,行為と多動・不注

意の計 10 項目の合算値から算出される

外在化得点を指標とした。夫婦ペアレン

ティング調整尺度（促進,批判）は母親回

答,父親の関与は“夫は（あなたは）日常

生活の中で,お子さんとどの程度かかわ

っていますか”の 1項目で尋ね,父親回答

と母親回答を得た。 

 
４．研究成果 
研究１ 

父母別々に行われた因子分析により 2

因子が抽出され,「促進」および「批判」

と命名された。「促進」9項目は,母親,父

親ともに,父親が子育てにかかわること

に対して母親が尊重,支持,激励する行動

を表す項目群である（例：夫（あなた）

に相手をしてもらっていることで,子ど

もがとても喜んでいると夫（あなた）に

伝える他）。「批判」7項目は,父親が子ど

もにかかわることに対して母親が拒否,

非難,批判する行動を表す項目群である

（例：子どもに対する夫（あなた）のか

かわりで気にいらない行動を他の人に

話す他）。高得点であるほど母親から父

親への促進行動および批判行動の頻度

が多いことを示す。得られた尺度は,内

的一貫性の高さと再検査法の安定性に

より十分な信頼性が確認された。構成概

念妥当性は ,育児における協働感

（parenting alliance）,結婚満足度,父親



の育児関与との相関により確認され,夫

婦ペアレンティング（coparenting）に

対する母親の行動を評定する尺度とし

て妥当であることが示された。 

さらに,子どもの成長発達を受けて,母

親による父親への調整行動はどのよう

に変化するのかについて第一子年齢群

により比較を行った。その結果,母親回

答では,乳幼児期や児童期に比べて,思春

期や青年期における促進行動は有意に

少なかった。また,乳幼児期に比べて青

年期では批判行動も少ないが,父親回答

では乳児期における母親からの促進行

動は他の時期に比べて最も多く,批判行

動は時期による有意な差を認めなかっ

た。

 

 

尺度
父親関与 .55 -.10 .35 -.14
育児協働感 .67 -.30 .63 -.41
夫婦満足感 .54 -.31 .56 -.38
***  p  < .001, ** p  < .01,  * p  < .05

***

******

***

***

***

***

*

***

***

母親 (n = 500) 父親 (n = 500)
促進 批判 促進 批判

***

***

⺟親から⽗親への⾏動
についての⺟親回答

⺟親から⽗親への⾏動につ
いて、父親自身はどうとらえて
いるか（父親回答）

 

 

 



 
研究２ 

子どもの外在化問題行動（母親回答）お

よび父親の養育関与（母親回答）が,夫婦

ペアレンティング調整としての促進（母

親回答）および批判（母親回答）を媒介

として,父親の養育関与（父親回答）へつ

ながる仮説モデルをもとに共分散構造分

析を行った。その結果,母親が父親の関与

が高いと感じるほど促進は高く,促進が

高いほど父親自身の回答する関与の度合

いも高いこと,さらに,子どもの外在化問

題行動が高いほど母親から父親への批判

は高いが,母親の批判と父親回答の養育

関与には有意な関係がみられないことが

明らかとなった。 

 

 
 



様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９,Ｚ－１９（共通） 

子育てを行う夫婦間の相互性について,

研究１と２では,特に,母親から父親に向け

た夫婦ペアレンティング調整行動に着目し

て検討を行った。母親は父親に対して,支

持・尊重・激励を中心とした“促進”,およ

び,拒否・否定・非難を中心とした“批判”

を行っており,“促進”は父親の子ども関与

や育児協働感および夫婦関係満足の高さと

関連し,“批判”の高さは,子育ての協働感や

夫婦満足感の低さと関連していた。また,

母親が子どもの外在化（攻撃性・多動等）

が高いと認知するほど,母親から父親の“批

判”が高まるが,「母親の“批判”は,父親

自身の関与行動に有意な影響を与えていな

いことも明らかとなった。以上から,母親か

ら父親への“促進”を通じて,夫婦は相互に

サポーティブな夫婦ペアレンティング関係

を形成し得るが,子どもへの対応困難から

母親が父親に“批判”を向けても,必ずしも

父親の子育て関与に有効ではないことがわ

かる。子育てのリスク場面に際し,母親の批

判的行動から,より解決力の高い促進的調

整行動への修正転換が生じる要因の究明は,

調和的な夫婦ペアレンティングに向けた今

後の重要な課題である。なお本研究は,子育

て期全体を横断的に概観しており,子育て

期の差異の解釈には限界がある。特に,より

低年齢の親世代とより高年齢の親世代には,

父親による子育て関与を促進する社会的変

化を背景とした世代差が影響する可能性は

考慮しておきたい。 
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